
和
歌
山
県
御
坊
市
と
の
　
　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
協
定
締
結

　

御
坊
市
は
、
本
市
と
紀
伊
水
道
を
挟
ん
で　
　

対
岸
に
位
置
し
、
海
・
山
・
川
な
ど
の
豊
か

な
自
然
や
地
形
は
ま
さ
に
う
り
二
つ
で
、
地

質
学
的
に
も
九
州
か
ら
四
国
を
縦
断
し
紀
伊

半
島
へ
と
続
く
四
万
十
帯
の
線
上
に
一
致
し

ま
す
。
か
つ
て
は
地
続
き
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
伊
島
と
日
ノ
御
埼
ま
で
の
距
離
は
わ
ず

か
22
キ
ロ
、
海
上
交
通
が
主
流
だ
っ
た
時
代

に
は
多
く
の
文
化
や
人
的
交
流
が
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
共
に
沿
岸
部
に
火

力
発
電
所
や
工
業
団
地
を
有
し
、
徳
島
県
南

部
、
和
歌
山
県
中
部
の
中
核
都
市
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
橘
港
や
日
高
港
の
重
要
港
湾
、
阿

南
高
専
と
和
歌
山
高
専
な
ど
、
ほ
か
に
も
多

く
の
共
通
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
本
市
同
様
、

人
口
減
少
問
題
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
共
通

課
題
を
抱
え
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は

同
時
被
災
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
こ
う
し
た
同
じ
よ
う
な

境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
自
治
体
が
課
題
や
問

題
解
決
に
つ
い
て
研け

ん

鑚さ
ん

を
積
み
合
い
、
さ
ら

「
阿
南
市
輝
く
子
ど
も
の
子
育

て
応
援
に
係
る
日
亜
化
学
工
業

基
金
」の
創
設

　

平
成
26
年
８
月
頃
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
日
亜
化
学
工

業
株
式
会
社
様
か
ら
、
働
く
女
性
の
子
育
て

支
援
等
を
目
的
と
し
た
、
本
市
が
設
置
す
る

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
等
の
事
業
お
よ
び

運
営
の
充
実
に
必
要
な
資
金
と
し
て
、
多
額

の
ご
寄
附
を
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
８
月
、

子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
と
関

連
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学
校

教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の

拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
て
い
く
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
を
平
成
27
年
４

月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

国
は
、
こ
の
新
制
度
の
実
施
の
た
め
、
消

費
税
の
増
収
分
か
ら
、
毎
年
７
千
億
円
程
度

を
充
て
る
予
定
で
、
貴
重
な
財
源
を
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
」
の
た
め
に
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
で
も
、「
徳
島
県
少
子
化

対
策
緊
急
強
化
基
金
」
を
創
設
し
、
具
体
的

な
取
組
案
と
し
て
、
若
者
の
自
立
へ
の
支
援
、

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
や
県
の
動
き
を
念
頭
に
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
の
人
口
構
造
の

変
化
に
対
応
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

な
る
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
新
た
な
発

想
の
都
市
連
携
で
あ
り
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
テ
ィ
と
は
、
永
続
的
か
つ
包
括
的
な
分
野

で
の
交
流
を
め
ざ
す
「
姉
妹
都
市
」
と
は
違

い
、
特
定
の
分
野
や
目
的
に
限
定
し
た
交
流

を
意
味
し
、
両
市
が
県
境
・
海
峡
を
越
え
て

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
互
い
の
共
通
点
や
特

性
を
最
大
限
生
か
し
て
、
戦
略
的
な
防
災
対

策
や
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

宣
言
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
11
月
17
日
、
柏
木
御
坊
市
長
に

ご
来
市
い
た
だ
き
、
市
役
所
で
協
定
の
調
印

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

協
定
に
基
づ
く
今
後
の
取
組
と
し
ま
し
て

は
、
地
震
・
津
波
対
策
の
調
査
・
研
究
、
イ

ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
交
流
、
地
域

振
興
に
つ
い
て
の
協
議
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
「
活
竹
祭
」
や
御
坊
市
の
「
宮
子

姫
み
な
と
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
の
相
互
交
流
は
、
既
に
昨
年
か
ら
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
分
野
に
つ
い
て
は

平
成
27
年
４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ン
ス
の
実
現
と
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支
援

の
枠
組
み
の
構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
も
と
、「
子
ど
も

と
と
も
に
輝
く
阿
南
」
を
基
本
理
念
に
、
子

育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
た
施
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か
ら

の
貴
重
な
ご
寄
附
の
趣
旨
を
真
摯
に
捉
え
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
も
と
、

子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進

め
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

諸
事
業
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
そ
の
達
成
状
況
や
進
捗
、
結
果
な
ど

を
検
証
・
分
析
し
、
よ
り
良
い
子
育
て
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
庁
舎
建
設
工
事

　

12
月
末
に
は
、
第
一
期
工
事
で
あ
る
高
層

部
が
完
成
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
中
に
諸
検
査
を
完
了
し
、

月
末
に
は
引
渡
と
な
る
見
込
み
で
、
２
月
前

半
に
は
机
・
い
す
等
の
什じ

ゅ
う
き器
搬
入
を
行
い
、

そ
の
後
、
２
月
後
半
か
ら
３
月
に
か
け
て
新

庁
舎
へ
の
引
越
し
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

引
越
し
は
、
平
日
業
務
に
重
な
ら
な
い
夜

間
や
土
曜
日
・
日
曜
日
を
中
心
に
実
施
し
、

引
越
し
を
終
え
た
部
署
か
ら
段
階
的
に
新
庁

舎
で
の
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

引
越
し
の
日
程
や
各
部
署
の
配
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
、
広
報
等
に
て
周
知
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
層
部
完
成
後
も
低
層
部
の
建
設
工
事
が

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

事
業

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
高
齢
者
等
の

救
急
救
命
活
動
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
た

め
の
も
の
で
、
専
用
の
用
紙
に
緊
急
連
絡
先
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
名
、
血
液
型
、
持

病
名
、
服
用
薬
な
ど
の
情
報
を
記
入
し
、
専

用
の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
こ

と
で
、
緊
急
通
報
で
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員

が
記
載
さ
れ
た
情
報
を
活
用
し
、
適
切
な
応

急
処
置
や
搬
送
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

　

現
在
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

お
よ
び
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し
、
平
成
27

年
１
月
か
ら
配
布
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
事
業
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

防
災
対
策

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定

続
く
こ
と
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
何

か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
』　
　

（
第
二
集
）
の
発
刊

　
「
本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
先

覚
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
後
世
に
伝
え
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

そ
ん
な
関
係
者
の
熱
い
思
い
が
実
り
、
阿
南

市
文
化
協
会
創
立
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て

発
刊
さ
れ
た
冊
子
『
阿
南
市
の
先
覚
者
た

ち
』
で
す
が
、
こ
の
た
び
第
二
集
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
集
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
闘
い
な
が

ら
創
作
を
続
け
、
川
端
康
成
に
才
能
を
見
出

さ
れ
て
名
作
『
い
の
ち
の
初
夜
』
を
生
み
出

し
た
作
家
、
北
條
民
雄
氏
を
含
む
13
人
の
先

覚
者
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
北
條
民
雄
の
実
名
を
初
め
て
公
表

し
た
こ
と
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
去
る
９

月
に
は
、
民
雄
の
生
涯
を
描
い
た
『
火
花
』

の
著
者
・
髙
山
文
彦
さ
ん
の
講
演
会
を
文
化

会
館
に
お
い
て
開
催
し
、
市
民
ら
約
２
０
０

人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ハ
ン
セ
ン
病
制
圧
特
別
大

使
、
日
本
政
府
ハ
ン
セ
ン
病
人
権
啓
発
大
使

で
も
あ
る
日
本
財
団
の
笹
川
陽
平
会
長
が
北

條
民
雄
の
こ
と
を
知
り
、
ご
本
人
か
ら
私
に

電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
財
団
は
、

平
成
27
年
１
月
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
差
別
の

問
題
に
つ
い
て
世
界
に
訴
え
る
「
ハ
ン
セ
ン

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
阿
南
ビ
ル
」
周
辺
の
自
主
防

災
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
去
る
11
月
10

日
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
徳
島
支

店
と
の
間
に
お
い
て
、
同
社
が
所
有
す
る

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
阿
南
ビ
ル
」
を
津
波
か
ら
の
一

時
避
難
施
設
と
し
て
使
用
で
き
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
地
震
で
津
波
が
発
生
、

ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
、
周
辺

住
民
に
一
時
避
難
施
設
と
し
て
開
放
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
全
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

徳
島
県
が
公
表
し
た
基
準
水
位
で
は
、

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
阿
南
ビ
ル
」
付
近
は
、
１
・
０

メ
ー
ト
ル
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
４
階
建
て
の
建

物
の
内
の
２
階
以
上
が
避
難
可
能
ス
ペ
ー

ス
で
、
屋
上
、
階
段
等
を
合
わ
せ
た
収
容

可
能
人
数
は
１
千
人
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
が
指
定
し
た
津
波

避
難
ビ
ル
は
、
94
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
に
向

け
民
間
ビ
ル
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

病
に
対
す
る
ス
テ
ィ
グ
マ
（
社
会
的
烙ら

く

印い
ん

）
と
差
別
を
な
く
す
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ピ
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
都
内
で
髙
山

文
彦
さ
ん
の
講
演
会
と
北
條
民
雄
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
会
場
で
『
阿
南
市
の
先
覚
者
た

ち
』
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
３
月
に
は
阿
南
市
文
化
会
館

で
、
川
端
康
成
と
の
往
復
書
簡
に
よ
る
２

人
の
魂
の
や
り
と
り
を
時
系
列
で
紹
介
す

る
「
北
條
民
雄
文
学
特
別
展
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

第
二
集
で
顕
彰
す
る
先
覚
者
14
人
は
、

阿
南
市
名
誉
市
民
で
あ
る
紅
露
み
つ
、
澤

田　

紋
、
小
川
信
雄
の
３
氏
を
は
じ
め
、

現
代
の
本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
身
近
な
人
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

　

本
書
に
は
、
大
き
な
夢
を
抱
い
て
そ
の

実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
先
覚
者
の
姿
や

軌
跡
が
見
事
に
描
か
れ
て
お
り
、
現
在
の

若
い
人
た
ち
の
生
き
る
支
え
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
編
集
委
員
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

発
刊
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
文

化
協
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
尽
力
に
深
い
感

慨
を
覚
え
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
『
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち
』
は
、
小
中

学
校
に
も
配
付
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

「
未
来
へ
の
希
望
」
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
教
育
現
場
に
お
い
て
大
い

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

12
月
議
会
が
12
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
か
ら
所
信
が

表
明
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

紙面の都合上、抜粋して要旨部
分のみ掲載しています。全文を
ご覧になりたい方は、市ホーム
ページをご覧ください。また、
後日作成する市議会会議録は市
立図書館等で閲覧することがで
きます。
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